
精神科患者の長期入院解消へ 西宮市が支援事業（神戸新聞 2016.1.6 より） 

 精神疾患で医療上の必要性は低いのに長期入院する「社会的入院」の解消に向け、兵庫県

西宮市は、１年以上入院する市民をリストアップし、退院や生活の支援策を共に考える事業

を２０１６年度に始めることを決めた。当面は同市内など近隣の精神科病院３カ所に入院中

の市民が対象。病院、福祉事業所と連携して進め、将来的には兵庫県内や大阪府内の病院に

入院する市民にも広げたい考えだ。県障害福祉課は「極めて珍しい取り組み」とする。 

（藤村有希子） 

 日本は先進国の中で精神科の入院患者の割合が突出して多く、国際的に問題となっている。

かつての国の隔離収容政策や社会の偏見、退院後の住まいなど受け皿の少なさが影を落とし

てきた。西宮市保健所によると、精神科のある県内と大阪府内の９９病院に入院する市民は、

20１４年６月末時点で５２５人。入院期間別では、 

１年未満＝２０６人／１年以上５年未満＝１６０人／５年以上１０年未満＝６３人／１０

年以上２０年未満＝５７人／２０年以上＝３９人－だった。 

 同市内では 20０８年度から、ＮＰＯ法人が運営する障害者相談支援センターが、西宮、

神戸市の２病院と協力して退院支援プログラムを実施。センター職員が入院患者に地域の情

報を伝えるなどして、過去の２年間だけで計１５人の退院を実現させ、その後の生活も支え

ている。こうした背景や、患者の地域復帰をうたう改正精神保健福祉法が１４年に施行され

たことを受け、西宮市は事業化を決めた。 

 西宮市の２病院、神戸市の１病院を対象に、病院や福祉事業所などと２カ月に１度会議を

開き、患者をリストアップ。本人への意思確認などを経て退院支援患者の優先順位を決め、

地域との触れ合い体験や、退院後の住まい探しなどを助ける。同時に、受け皿となる地域住

民らへの啓発も進め、退院患者の体験談を伝えたり、フォーラムを開いたりする。 
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 ５日には、西宮市の委託を受けて実務を担う福祉事業所の公募を始めた。同市生活支援課

は「地域で暮らせるかどうか不安で退院に踏み切れない患者は多い。支援の仕組みを医療、

福祉、行政が一体となって築き、進めていきたい」とする。 

 【精神科病床への入院】  

先進３４カ国が加盟する経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）によると、日本の人口１０万人当た

りの精神科病床数は、加盟国中最多の２６９床（２０１１年を中心に調査）で、ＯＥＣＤは

「脱施設化が遅れている」と指摘。平均入院日数も２９２日（20１２年）と、数 10 日が

ほとんどの先進諸国で群を抜いて長い。 

 


